
生成 AIの活用を開始します 

（業務支援の一環として） 
 
葉山町では、業務の効率化と職員の負担軽減を目的として、令和８年４月から

生成 AIの活用を開始します。本取組は、文章作成や情報整理など、日常業務の

一部を支援する手段として、既存業務の中に無理のない形で取り入れるもので

す。 

なお、導入にあたっては、国の動向や他自治体の事例も参考にしながら、段階

的に運用していきます。 

 

1. 運用開始 令和８年４月から 

2. 対象 町職員 

3. 主な活用内容 生成 AIは、次のような業務の補助として活用します。 

 通知文や資料の下書き作成 

 文章や資料の要点整理 

 検討事項の整理やアイディア出し 

※いずれも職員が最終確認を行ったうえで使用します。 

4. 期待される効果 

 文書作成や情報整理にかかる時間の軽減 

 職員の業務負担の緩和 

 業務の効率化 

5. 利用にあたっての考え方 

生成AIの利用にあたっては、次の点を基本として運用します。 

 個人情報や機密情報は入力しない 

 利用ルール及びガイドラインに基づく運用 

 AIの回答は参考情報の一つとして扱い、必ず職員が確認 

6. 今後について 

当面は業務支援の範囲で活用し、運用状況を踏まえながら、必要に応じて活用

方法の見直しを行います。 

 

【問合せ】 

総務部 総務課 デジタル推進室 板倉 

電話 046-876-1111 内線 270 

葉    山    町 

令和８年３月 2７日 
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